
● 会社概要（平成30年9月30日現在）● 株式関連の情報（平成30年9月30日現在）

● 役員（平成30年9月30日現在）

商 号 ユニプレス株式会社

英 文 社 名 UNIPRES CORPORATION

資 本 金 101億1,693万4,000円

従 業 員 数 10,056名（連結ベース）

本 社 〒222-0033
神奈川県横浜市港北区新横浜1-19-20
SUN HAMADA BLDG. 5階
TEL 045-470-8250

発行済株式の総数 47,917,073株

株 主 数 5,559名

連結財務ハイライト 会社情報／株式情報／株主メモ

● 株主メモ

株主のみなさまへ

証券コード：5949

平成30年4月1日から平成30年9月30日まで

第2四半期のご報告
第80期

株主のみなさまには平素は格別のご高配に賜り厚く御礼申し上げます。
当社の第80期第2四半期の報告書をお届けするにあたり、一言ご挨拶申し上げ

ます。
当第2四半期累計期間（平成30年4月1日～9月30日）の連結業績につきまして

は、円安に伴う為替影響はあったものの、得意先の減産影響等により、売上高は
1,629億円、営業利益97億円、経常利益100億円、親会社株主に帰属する四半期
純利益60億円と減収減益となりました。

近年、自動車メーカーは、車体の高強度化と軽量化の両立を目指し、超ハイテ
ン材やホットスタンプ部品の適用拡大等に取り組んでおります。特に、ホットス
タンプ部品は、欧米の自動車メーカーを中心に採用が進んでおりましたが、日本
の自動車メーカーにおいても、年々、採用車種・採用部位が拡大してきておりま
す。当社は日本の部品メーカーとしては、ホットスタンプ部品の技術開発に先行
して取り組んできており、このビジネスチャンスを活かすべく、今後、グローバ
ルにホットスタンプ設備の導入を計画しております。中国 広州に設立した合弁会
社 東風ユニプレスホットスタンプ会社、ユニプレスメキシコ会社、ユニプレス九
州においては、平成31年の稼働開始に向け、着々と準備を進めております。また、
ユニプレスアラバマ会社、ユニプレスイギリス会社にも導入を決定いたしまし
た。平成32年の稼働開始を予定しております。今後の新車受注にあわせて、さら
に追加導入を検討してまいります。

世界経済は、アメリカの保護貿易政策やイギリスのEU離脱による懸念等、先
行き不透明感は拭えません。自動車業界は、「100年に一度の大変革期」を迎え
ていると言われております。キーワードとなる「電動化」「自動運転」「コネクテ
ッド」、これらが同時並行で進行しており、単なる技術革新ではなく、異業種と
の融合を含めた産業構造の変革という様相を呈しており、当社を取り巻く環境は
ますます厳しさを増しています。この難局を乗り越え、チャンスを確実に活かす
ことのできる強靭でかつ柔軟な企業体質の構築を目指し、グローバルユニプレス
が一丸となってUPS（Unipres Production System）活動を一層深化させ、 
収益力と競争力を高めてまいります。今後とも倍旧のご支援ご鞭撻をお願い申し
上げます。
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 設備投資 　■第2四半期 ■通期 （百万円）

売上高　■第2四半期　■通期 （百万円）

営業利益　■第2四半期　■通期 （百万円）

経常利益　■第2四半期　■通期 （百万円）

親会社株主に帰属する当期純利益　■第2四半期　■通期 （百万円）

■ 総資産 ／ ■ 純資産 （百万円）

有利子負債 （百万円）

1株当たり配当金　■第2四半期末　■期末 （円）

・住所変更等、当社株式に関する手続きにつきましては、お取引の証券
会社等にお問い合わせください。

・未払配当金の支払い、特別口座に記載された株式に関する手続きにつ
きましては、上記株主名簿管理人であるみずほ信託銀行にお問い合わ
せください。

株 主 名 簿 管 理 人
（特別口座の口座管理機関）
の 照 会 先

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL 0120-288-324

https://www.unipres.co.jp

WEBサイトのご案内

多くの株主様からのご寄付、ありがとうございました
　当社の株主優待制度では、株主様のポイントを社会貢献活動
団体へ寄付していただくことができ、平成30年度も多くの株主
様からご寄付をいただきました。
　当社は、株主様からご寄付いただいた合計金額（ポイント）と
同額を上乗せし、さらに株主様がご利用されなかったポイント
も併せて寄付しております。
　株主のみなさまのご支援により、平成30年度の下記2団体へ
の合計寄付金額は2,051,000円となりました。

【寄付先】 ■ 一般社団法人 more trees
 ■ 公益財団法人交通遺児等育成基金ユニプレス 検 索

代表取締役 社長執行役員 吉 澤 正 信
取締役 副社長執行役員 志 津 田 　 　 　 篤
取締役 副社長執行役員 浦 西 信 哉
取締役 専務執行役員 森 田 幸 彦
取 締 役 島 田 芳 明
取 締 役（監査等委員） 朝 日 　 茂
取 締 役（監査等委員） 葭 葉 裕 子
取 締 役（監査等委員） 西 山 　 茂

（注）島田芳明氏、葭葉裕子氏及び西山 茂氏は、社外取締役であります。

（注） 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年2
月16日）等を第1四半期連結会計期間の期首から適用しており、平成30年3月末
の総資産につきましては、遡及適用後の数値を記載しております。
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１月 クラッチパック組立ライン稼働（富士工場）
１月 アメリカ ミシシッピ州に

ユニプレスサウスイーストアメリカ会社設立
７月 フランスにユニプレスヨーロッパ会社設立 ２月 東京証券取引所市場第二部に上場

５月 横浜市新横浜に本社を移転

７月 タイ バンコクに
ユニプレスタイ会社設立

10月 中国広東省広州市に
ユニプレス精密広州会社設立

（写真）

４月 横浜市新横浜に
ユニプレス技術研究所設立

７月 インドネシア 西ジャワ州プルワカルタ県に
ユニプレスインドネシア会社設立

4月 ユニプレス株式会社発足

６月 ブラジル リオデジャネイロ
州にあるマニュエットオート
モーティブブラジルの株式
取得により関連会社化

４月 中国広東省広州市に
東風ユニプレスホットスタンプ
会社設立（写真）

６月 監査等委員会設置会社へ
経営管理体制を変更

９月 海外初の工機工場がユニプレス広州
会社で操業開始（写真）

１月 フランスにユーエムコーポレーション設立
７月 アメリカ ミシガン州に

ユニプレスノースアメリカ会社設立
10月 中国広東省広州市にユニプレス広州会社設立

１月 中国遼寧省大連市に
ユニプレス東昇大連会社設立（写真）

7月 ユニプレスメキシコ会社に
トランスミッション部品工場新設

10月 Yachiyo Manufacturing of Alabama, LCCより
ユニプレスアラバマ会社が板金事業を譲受

１月 富士工場がトランスミッション部品生産に
特化

５月 フロント＆リヤサイドメンバー
コンプリートを栃木工場で量産開始 ４月 ワイエムエスとユニプレス広島が合併し、

ユニプレスモールド株式会社が発足
９月 東京証券取引所市場第一部に上場（写真）

６月 ユニプレス九州を完全子会社化
12月 栃木工場（追浜）で当社初の

EV用部品を生産開始（写真）

２月 中国広東省広州市にユニプレス中国会社設立
５月 中国河南省鄭州市にユニプレス鄭州会社設立

（写真）

８月 トルクコンバータ事業が始動、
納入開始

10月 インド タミルナードゥ州
チェンナイ近郊に
ユニプレスインド会社設立

為替換算影響等により、前年同期比11.6％増の206億円
となりました。

得意先の増産影響および為替換算影響等により、前年同期
比14.6％増の446億円となりました。

前第2四半期 当第2四半期

連 結 163,169 162,988

日 本 53,385 49,056

米 州 52,336 48,642

欧 州 18,513 20,655

ア ジ ア 38,933 44,633

（百万円）

前第 2 四半期 当第 2 四半期

欧州［ ＋11.6％］

アジア［ ＋14.6％］

米州［ △7.1％］

日本［ △8.1％］

162,988
［△0.1％］163,169

得意先の減産影響により、前年同期比8.1％減の490億円
となりました。

日　本

欧　州

得意先の減産影響等により、前年同期比7.1％減の486億
円となりました。

米　州

アジア

地域別売上高

当第 2 四半期連結累計期間のご報告

　平成30年度中間配当につきましては、平成30年11
月6日開催の取締役会において、１株につき27.50円と
決定いたしました。中間配当金は平成30年12月3日か
ら、お支払いを開始いたします。配当金のお受け取り
の方法は、次のとおりです。
▪「配当金領収証」によるお受け取り

同封の「配当金領収証」により、最寄りのゆうちょ銀
行又は郵便局でお受け取りください。

▪「銀行振込」をご指定の方
「配当金計算書」及び「お振込先について」を同封いた
しましたので、ご確認ください。

▪「株式数比例配分方式」をご指定の方
「配当金計算書」及び「配当金のお受け取り方法につい
て」を同封いたしましたので、ご確認ください。

営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する四半期純利益
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前第2四半期 当第2四半期 前年同期比

売 上 高 163,169 162,988 △ 0.1％

営 業 利 益 13,515 9,743 △ 27.9％

経 常 利 益 14,097 10,034 △ 28.8％

親 会 社 株 主
に 帰 属 す る
四半期純利益

8,107 6,023 △ 25.7％

（百万円）平成30年度　第２四半期累計期間の連結業績

前期 当期予想 前年同期比

売 上 高 330,890 320,000 △ 3.3％

営 業 利 益 26,047 24,000 △ 7.9％

経 常 利 益 26,447 24,500 △ 7.4％

親 会 社 株 主
に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

15,949 15,000 △ 6.0％

（百万円）平成30年度　通期の連結業績見通し

トピックス

　当社は、1998年4月に山川工業と大和工業の合併により発足し、本年4月に創立20周年を迎えました。この20年の間に、
自動車業界を取り巻く環境は様々な変化を遂げてまいりましたが、当社は自動車メーカーの海外シフトをビジネス 
チャンスと捉え、いち早く海外生産体制の拡充を図る等、10年先、20年先を見据えた経営戦略を推進し、成長を遂げて
まいりました。合併から今日までの主な出来事をご紹介いたします。
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１月 クラッチパック組立ライン稼働（富士工場）
１月 アメリカ ミシシッピ州に

ユニプレスサウスイーストアメリカ会社設立
７月 フランスにユニプレスヨーロッパ会社設立 ２月 東京証券取引所市場第二部に上場

５月 横浜市新横浜に本社を移転

７月 タイ バンコクに
ユニプレスタイ会社設立

10月 中国広東省広州市に
ユニプレス精密広州会社設立

（写真）

４月 横浜市新横浜に
ユニプレス技術研究所設立

７月 インドネシア 西ジャワ州プルワカルタ県に
ユニプレスインドネシア会社設立

4月 ユニプレス株式会社発足

６月 ブラジル リオデジャネイロ
州にあるマニュエットオート
モーティブブラジルの株式
取得により関連会社化

４月 中国広東省広州市に
東風ユニプレスホットスタンプ
会社設立（写真）

６月 監査等委員会設置会社へ
経営管理体制を変更

９月 海外初の工機工場がユニプレス広州
会社で操業開始（写真）

１月 フランスにユーエムコーポレーション設立
７月 アメリカ ミシガン州に

ユニプレスノースアメリカ会社設立
10月 中国広東省広州市にユニプレス広州会社設立

１月 中国遼寧省大連市に
ユニプレス東昇大連会社設立（写真）

7月 ユニプレスメキシコ会社に
トランスミッション部品工場新設

10月 Yachiyo Manufacturing of Alabama, LCCより
ユニプレスアラバマ会社が板金事業を譲受

１月 富士工場がトランスミッション部品生産に
特化

５月 フロント＆リヤサイドメンバー
コンプリートを栃木工場で量産開始 ４月 ワイエムエスとユニプレス広島が合併し、

ユニプレスモールド株式会社が発足
９月 東京証券取引所市場第一部に上場（写真）

６月 ユニプレス九州を完全子会社化
12月 栃木工場（追浜）で当社初の

EV用部品を生産開始（写真）

２月 中国広東省広州市にユニプレス中国会社設立
５月 中国河南省鄭州市にユニプレス鄭州会社設立

（写真）

８月 トルクコンバータ事業が始動、
納入開始

10月 インド タミルナードゥ州
チェンナイ近郊に
ユニプレスインド会社設立

為替換算影響等により、前年同期比11.6％増の206億円
となりました。

得意先の増産影響および為替換算影響等により、前年同期
比14.6％増の446億円となりました。

前第2四半期 当第2四半期

連 結 163,169 162,988

日 本 53,385 49,056

米 州 52,336 48,642

欧 州 18,513 20,655

ア ジ ア 38,933 44,633

（百万円）
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アジア［ ＋14.6％］

米州［ △7.1％］

日本［ △8.1％］

162,988
［△0.1％］163,169

得意先の減産影響により、前年同期比8.1％減の490億円
となりました。

日　本

欧　州

得意先の減産影響等により、前年同期比7.1％減の486億
円となりました。

米　州

アジア
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当第 2 四半期連結累計期間のご報告

　平成30年度中間配当につきましては、平成30年11
月6日開催の取締役会において、１株につき27.50円と
決定いたしました。中間配当金は平成30年12月3日か
ら、お支払いを開始いたします。配当金のお受け取り
の方法は、次のとおりです。
▪「配当金領収証」によるお受け取り

同封の「配当金領収証」により、最寄りのゆうちょ銀
行又は郵便局でお受け取りください。

▪「銀行振込」をご指定の方
「配当金計算書」及び「お振込先について」を同封いた
しましたので、ご確認ください。

▪「株式数比例配分方式」をご指定の方
「配当金計算書」及び「配当金のお受け取り方法につい
て」を同封いたしましたので、ご確認ください。
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当第 2 四半期連結累計期間のご報告
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（百万円）平成30年度　第２四半期累計期間の連結業績
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トピックス

　当社は、1998年4月に山川工業と大和工業の合併により発足し、本年4月に創立20周年を迎えました。この20年の間に、
自動車業界を取り巻く環境は様々な変化を遂げてまいりましたが、当社は自動車メーカーの海外シフトをビジネス 
チャンスと捉え、いち早く海外生産体制の拡充を図る等、10年先、20年先を見据えた経営戦略を推進し、成長を遂げて
まいりました。合併から今日までの主な出来事をご紹介いたします。

ユニプレス 20年の歩み
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● 会社概要（平成30年9月30日現在）● 株式関連の情報（平成30年9月30日現在）

● 役員（平成30年9月30日現在）

商 号 ユニプレス株式会社

英 文 社 名 UNIPRES CORPORATION

資 本 金 101億1,693万4,000円

従 業 員 数 10,056名（連結ベース）

本 社 〒222-0033
神奈川県横浜市港北区新横浜1-19-20
SUN HAMADA BLDG. 5階
TEL 045-470-8250

発行済株式の総数 47,917,073株

株 主 数 5,559名

連結財務ハイライト 会社情報／株式情報／株主メモ

● 株主メモ

株主のみなさまへ

証券コード：5949

平成30年4月1日から平成30年9月30日まで

第2四半期のご報告
第80期

株主のみなさまには平素は格別のご高配に賜り厚く御礼申し上げます。
当社の第80期第2四半期の報告書をお届けするにあたり、一言ご挨拶申し上げ

ます。
当第2四半期累計期間（平成30年4月1日～9月30日）の連結業績につきまして

は、円安に伴う為替影響はあったものの、得意先の減産影響等により、売上高は
1,629億円、営業利益97億円、経常利益100億円、親会社株主に帰属する四半期
純利益60億円と減収減益となりました。

近年、自動車メーカーは、車体の高強度化と軽量化の両立を目指し、超ハイテ
ン材やホットスタンプ部品の適用拡大等に取り組んでおります。特に、ホットス
タンプ部品は、欧米の自動車メーカーを中心に採用が進んでおりましたが、日本
の自動車メーカーにおいても、年々、採用車種・採用部位が拡大してきておりま
す。当社は日本の部品メーカーとしては、ホットスタンプ部品の技術開発に先行
して取り組んできており、このビジネスチャンスを活かすべく、今後、グローバ
ルにホットスタンプ設備の導入を計画しております。中国 広州に設立した合弁会
社 東風ユニプレスホットスタンプ会社、ユニプレスメキシコ会社、ユニプレス九
州においては、平成31年の稼働開始に向け、着々と準備を進めております。また、
ユニプレスアラバマ会社、ユニプレスイギリス会社にも導入を決定いたしまし
た。平成32年の稼働開始を予定しております。今後の新車受注にあわせて、さら
に追加導入を検討してまいります。

世界経済は、アメリカの保護貿易政策やイギリスのEU離脱による懸念等、先
行き不透明感は拭えません。自動車業界は、「100年に一度の大変革期」を迎え
ていると言われております。キーワードとなる「電動化」「自動運転」「コネクテ
ッド」、これらが同時並行で進行しており、単なる技術革新ではなく、異業種と
の融合を含めた産業構造の変革という様相を呈しており、当社を取り巻く環境は
ますます厳しさを増しています。この難局を乗り越え、チャンスを確実に活かす
ことのできる強靭でかつ柔軟な企業体質の構築を目指し、グローバルユニプレス
が一丸となってUPS（Unipres Production System）活動を一層深化させ、 
収益力と競争力を高めてまいります。今後とも倍旧のご支援ご鞭撻をお願い申し
上げます。

平成30年12月

代表取締役 社長執行役員 吉澤　正信
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8,107
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平成31年3月期 6,023

55.00

平成29年3月期

32.5022.50

45.0027.5017.50

平成30年3月期

平成31年3月期 27.50

 設備投資 　■第2四半期 ■通期 （百万円）

売上高　■第2四半期　■通期 （百万円）

営業利益　■第2四半期　■通期 （百万円）

経常利益　■第2四半期　■通期 （百万円）

親会社株主に帰属する当期純利益　■第2四半期　■通期 （百万円）

■ 総資産 ／ ■ 純資産 （百万円）

有利子負債 （百万円）

1株当たり配当金　■第2四半期末　■期末 （円）

・住所変更等、当社株式に関する手続きにつきましては、お取引の証券
会社等にお問い合わせください。

・未払配当金の支払い、特別口座に記載された株式に関する手続きにつ
きましては、上記株主名簿管理人であるみずほ信託銀行にお問い合わ
せください。

株 主 名 簿 管 理 人
（特別口座の口座管理機関）
の 照 会 先

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL 0120-288-324

https://www.unipres.co.jp

WEBサイトのご案内

多くの株主様からのご寄付、ありがとうございました
　当社の株主優待制度では、株主様のポイントを社会貢献活動
団体へ寄付していただくことができ、平成30年度も多くの株主
様からご寄付をいただきました。
　当社は、株主様からご寄付いただいた合計金額（ポイント）と
同額を上乗せし、さらに株主様がご利用されなかったポイント
も併せて寄付しております。
　株主のみなさまのご支援により、平成30年度の下記2団体へ
の合計寄付金額は2,051,000円となりました。

【寄付先】 ■ 一般社団法人 more trees
 ■ 公益財団法人交通遺児等育成基金ユニプレス 検 索

代表取締役 社長執行役員 吉 澤 正 信
取締役 副社長執行役員 志 津 田 　 　 　 篤
取締役 副社長執行役員 浦 西 信 哉
取締役 専務執行役員 森 田 幸 彦
取 締 役 島 田 芳 明
取 締 役（監査等委員） 朝 日 　 茂
取 締 役（監査等委員） 葭 葉 裕 子
取 締 役（監査等委員） 西 山 　 茂

（注）島田芳明氏、葭葉裕子氏及び西山 茂氏は、社外取締役であります。

（注） 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年2
月16日）等を第1四半期連結会計期間の期首から適用しており、平成30年3月末
の総資産につきましては、遡及適用後の数値を記載しております。

010_0845601603012.indd   1-4 2018/11/13   15:39:57



● 会社概要（平成30年9月30日現在）● 株式関連の情報（平成30年9月30日現在）

● 役員（平成30年9月30日現在）

商 号 ユニプレス株式会社

英 文 社 名 UNIPRES CORPORATION

資 本 金 101億1,693万4,000円

従 業 員 数 10,056名（連結ベース）

本 社 〒222-0033
神奈川県横浜市港北区新横浜1-19-20
SUN HAMADA BLDG. 5階
TEL 045-470-8250

発行済株式の総数 47,917,073株

株 主 数 5,559名

連結財務ハイライト 会社情報／株式情報／株主メモ

● 株主メモ

株主のみなさまへ

証券コード：5949

平成30年4月1日から平成30年9月30日まで

第2四半期のご報告
第80期

株主のみなさまには平素は格別のご高配に賜り厚く御礼申し上げます。
当社の第80期第2四半期の報告書をお届けするにあたり、一言ご挨拶申し上げ

ます。
当第2四半期累計期間（平成30年4月1日～9月30日）の連結業績につきまして

は、円安に伴う為替影響はあったものの、得意先の減産影響等により、売上高は
1,629億円、営業利益97億円、経常利益100億円、親会社株主に帰属する四半期
純利益60億円と減収減益となりました。

近年、自動車メーカーは、車体の高強度化と軽量化の両立を目指し、超ハイテ
ン材やホットスタンプ部品の適用拡大等に取り組んでおります。特に、ホットス
タンプ部品は、欧米の自動車メーカーを中心に採用が進んでおりましたが、日本
の自動車メーカーにおいても、年々、採用車種・採用部位が拡大してきておりま
す。当社は日本の部品メーカーとしては、ホットスタンプ部品の技術開発に先行
して取り組んできており、このビジネスチャンスを活かすべく、今後、グローバ
ルにホットスタンプ設備の導入を計画しております。中国 広州に設立した合弁会
社 東風ユニプレスホットスタンプ会社、ユニプレスメキシコ会社、ユニプレス九
州においては、平成31年の稼働開始に向け、着々と準備を進めております。また、
ユニプレスアラバマ会社、ユニプレスイギリス会社にも導入を決定いたしまし
た。平成32年の稼働開始を予定しております。今後の新車受注にあわせて、さら
に追加導入を検討してまいります。

世界経済は、アメリカの保護貿易政策やイギリスのEU離脱による懸念等、先
行き不透明感は拭えません。自動車業界は、「100年に一度の大変革期」を迎え
ていると言われております。キーワードとなる「電動化」「自動運転」「コネクテ
ッド」、これらが同時並行で進行しており、単なる技術革新ではなく、異業種と
の融合を含めた産業構造の変革という様相を呈しており、当社を取り巻く環境は
ますます厳しさを増しています。この難局を乗り越え、チャンスを確実に活かす
ことのできる強靭でかつ柔軟な企業体質の構築を目指し、グローバルユニプレス
が一丸となってUPS（Unipres Production System）活動を一層深化させ、 
収益力と競争力を高めてまいります。今後とも倍旧のご支援ご鞭撻をお願い申し
上げます。

平成30年12月

代表取締役 社長執行役員 吉澤　正信

330,890

平成29年3月期

平成30年3月期

平成31年3月期

163,169

321,168147,737

162,988
156,416

242,154

平成29年3月末
135,320

241,052

平成30年3月末

平成30年9月末

154,678
246,779

26,047

平成29年3月期

13,515

23,0259,277

平成30年3月期

平成31年3月期 9,743

平成29年3月末 22,446

平成30年3月末

平成30年9月末

13,144

13,388

26,447

平成29年3月期

14,097

23,0347,546

平成30年3月期

平成31年3月期 10,034

23,154

平成29年3月期

平成30年3月期

平成31年3月期

9,525

20,0389,189

8,314

15,949

平成29年3月期

8,107

14,3793,820

平成30年3月期

平成31年3月期 6,023

55.00

平成29年3月期

32.5022.50

45.0027.5017.50

平成30年3月期

平成31年3月期 27.50

 設備投資 　■第2四半期 ■通期 （百万円）

売上高　■第2四半期　■通期 （百万円）

営業利益　■第2四半期　■通期 （百万円）

経常利益　■第2四半期　■通期 （百万円）

親会社株主に帰属する当期純利益　■第2四半期　■通期 （百万円）

■ 総資産 ／ ■ 純資産 （百万円）

有利子負債 （百万円）

1株当たり配当金　■第2四半期末　■期末 （円）

・住所変更等、当社株式に関する手続きにつきましては、お取引の証券
会社等にお問い合わせください。

・未払配当金の支払い、特別口座に記載された株式に関する手続きにつ
きましては、上記株主名簿管理人であるみずほ信託銀行にお問い合わ
せください。

株 主 名 簿 管 理 人
（特別口座の口座管理機関）
の 照 会 先

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL 0120-288-324

https://www.unipres.co.jp

WEBサイトのご案内

多くの株主様からのご寄付、ありがとうございました
　当社の株主優待制度では、株主様のポイントを社会貢献活動
団体へ寄付していただくことができ、平成30年度も多くの株主
様からご寄付をいただきました。
　当社は、株主様からご寄付いただいた合計金額（ポイント）と
同額を上乗せし、さらに株主様がご利用されなかったポイント
も併せて寄付しております。
　株主のみなさまのご支援により、平成30年度の下記2団体へ
の合計寄付金額は2,051,000円となりました。

【寄付先】 ■ 一般社団法人 more trees
 ■ 公益財団法人交通遺児等育成基金ユニプレス 検 索

代表取締役 社長執行役員 吉 澤 正 信
取締役 副社長執行役員 志 津 田 　 　 　 篤
取締役 副社長執行役員 浦 西 信 哉
取締役 専務執行役員 森 田 幸 彦
取 締 役 島 田 芳 明
取 締 役（監査等委員） 朝 日 　 茂
取 締 役（監査等委員） 葭 葉 裕 子
取 締 役（監査等委員） 西 山 　 茂

（注）島田芳明氏、葭葉裕子氏及び西山 茂氏は、社外取締役であります。

（注） 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年2
月16日）等を第1四半期連結会計期間の期首から適用しており、平成30年3月末
の総資産につきましては、遡及適用後の数値を記載しております。

010_0845601603012.indd   1-4 2018/11/13   15:39:57


